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血

思
　
い
　
き
り

走
　
れ
　
る
　
ぞ

移

転

し

た

町
立
第
二
保
育
所

吉
田
団
地
内
に
建
設
中
で
あ
っ
た
町

立
第
二
保
育
所
が
完
成
し
、
こ
の
四
月

か
ら
保
育
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
第
二
保
育
所
（
吉
田
二
）

が
老
朽
化
し
、
敷
地
面
積
も
狭
い
と
い

う
こ
と
で
以
前
か
ら
関
係
者
の
強
い
要

望
で
し
た
。

新
第
二
保
育
所
は
敷
地
面
積
二
千
八

百
八
十
が
、
建
物
面
積
五
百
九
十
七
扉

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の
立
派
な
も
の

で
す
。
こ
れ
で
園
児
た
ち
も
思
う
存
分

走
れ
、
十
分
な
保
育
が
で
き
ま
す
と
保

母
さ
ん
た
ち
。

な
お
、
百
八
名
定
員
で
四
月
五
日
に

入
国
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

木．、．㌣

一
日
　
功強化

第三水

防犯活動



春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
4
月
6

日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
動
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防

触
で
も
負
傷
を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
　
　
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
運
転
す
る

事
故
に
あ
っ
て
一
番
困
る
の
は
利
用
　
心
が
け
が
大
切
で
す
。
交
差
点
・
曲
り

者
の
み
な
さ
ん
あ
な
た
な
の
で
す
。
み
　
角
は
特
に
合
図
を
忘
れ
ず
注
意
し
ま
し

な
さ
ん
も
乗
用
車
運
転
者
と
同
様
に
交
　
よ
う
。

学
年
始
め
の
　
　
　
　
　
冊
欄
瑚
調
働
㌢
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注意一秒
ケガ一生

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
こ

ど
も
や
老
人
の
事
故
防
止
を
中
心
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

各
家
庭
に
お
い
て
も
今
一
度
、
交
通

安
全
運
動
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し

わ
が
家
の
予
防
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に

さ
そ
わ
れ
な
い
で
運
転
を

自
転
車
利
用
　
の

皆
さ
　
ん
　
へ

最
近
は
、
体
力
づ
く
り
の
一
遠
と
し

て
自
転
車
が
見
直
さ
れ
、
自
転
車
利
用

者
が
急
増
。
そ
れ
に
伴
い
自
転
車
も
精

度
が
高
度
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
転
車
は
だ
れ
で
も
乗
れ

る
気
軽
さ
と
あ
わ
せ
て
、
き
わ
め
て
不

安
定
な
乗
り
も
の
で
あ
る
こ
と
や
体
を

お
お
う
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
軽
い
接

少
年
非
行
防
止

3

月

2

6

日

水
巻
中
学
校
下
の
県
道
に
て
撮
影

四
月
は
新
学
期
で
す
。
入
学
や
就
職

な
ど
新
し
い
環
境
に
少
年
た
ち
の
心
は

不
安
な
気
特
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
時
期
は
例
年
少
年
の
家
出
を
は

じ
め
、
万
引
や
シ
ン
ナ
ー
遊
び
の
非
行

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非

行
を
防
ぐ
た
め
に
家
庭
で
は
、
次
の
点

に
留
意
し
て
こ
ど
も
の
指
導
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
明
る
い
家
庭
を
築
き
つ
と
め
て
こ
ゼ

も
と
の
対
話
の
機
会
を
つ
く
る
。

②
親
の
身
勝
手
か
ら
能
力
以
上
の
こ
と

は
求
め
な
い
。

③
悪
い
こ
と
や
失
敗
し
た
と
き
は
愛
情

こ
め
た
注
意
助
言
を
し
、
良
い
こ
と

を
し
た
と
き
は
小
さ
な
こ
と
で
も
、

ほ
め
て
自
信
を
も
た
せ
る
。

①
「
兄
さ
ん
は
い
い
子
な
の
に
お
前
は

・
・
・
」
と
兄
弟
や
友
達
を
ひ
き
あ

い
に
し
た
り
　
「
お
れ
た
ち
の
若
い
こ

ろ
は
・
・
・
」
　
と
注
意
し
な
い
。

住
宅
を
対
象
に
ｌ
し
た

侵
入
盗
防
止

春
は
行
楽
や
レ
ク
り
二
「
1
シ
ョ
ン
で

家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

こ
の
ス
キ
を
狙
っ
た
あ
き
巣
や
し
の
び

こ
み
な
ど
の
侵
入
盗
犯
は
凶
悪
な
犯
罪

に
移
行
す
る
危
険
な
犯
罪
で
す
。
被
害

防
止
に
は
次
の
点
に
つ
い
て
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
錠
前
は
性
能
の
よ
い
も
の
を
つ
け
、

出
入
ロ
に
は
主
錠
の
ほ
か
に
も
う
一

つ
補
助
錠
を
つ
け
る
。

②
一
日
以
上
留
守
に
す
る
と
き
は
新
開

牛
乳
な
ど
は
配
達
を
断
わ
る
か
、
と

り
か
た
づ
け
を
近
所
に
頼
ん
で
お
く

③
風
呂
場
の
窓
や
便
所
の
高
窓
な
ど
「

こ
ん
な
と
こ
ろ
は
」
と
思
う
と
こ
ろ

も
忘
れ
ず
に
戸
締
り
を
す
る
。

④
外
出
す
る
と
き
は
合
カ
ギ
は
必
ず
身

に
つ
け
る
新
聞
受
け
や
牛
乳
箱
に
入

れ
な
い
。

⑤
磨
る
前
に
戸
締
り
の
安
全
点
検
を
励

行
す
る
。

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に
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松

団

地

内

店
舗
　
入

高
松
地
区
改
良
住
宅
団
地
（
完
成
時

七
百
三
十
八
戸
、
現
在
四
百
七
十
八
戸

入
居
）
内
店
舗
の
入
店
希
望
者
を
次
の

と
お
り
募
果
し
ま
す
。

①
募
集
店
舗
数
及
び
業
種

ィ
、
野
薬
店
一
店
　
三
一
・
一
二
扉

家
賃
一
万
五
千
五
百
円
（
月
額
）

ロ
、
畢
凱
　
高
二
†
九
五
が

家
賃
一
万
円
（
月
額
）

②
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
者
で
、
店
舗
経
営
の
資
金
、
経
験
、

資
格
、
居
住
地
城
等
、
高
松
団
地
入
店

えぶり　　マイクロバス

山　荘　　巡　回　時　間

4月18日　～　5月31日

町では、老人憩いの家のマイクロバス巡回時間を変更し、4

月18日から5月31日まで次の路線図めとおり運行しますのでご

注意下さい。

一
ヽ

＼

居
　
者
募
　
集

に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
す
み
や

か
に
開
店
の
で
き
る
者
。

③
入
居
者
の
決
定

応
募
者
の
中
か
ら
②
の
条
件
等
を
考

慮
し
、
町
長
が
決
定
し
ま
す
。
同
条
件

者
と
思
わ
れ
る
者
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
行
な
い
ま
す
。

④
募
集
期
間
　
4
月
1
0
日
～
4
月
1
5
日

⑤
申
込
方
法

住
宅
課
住
宅
管
理
係
に
印
鑑
・
住
民

票
持
参
め
う
え
本
人
　
（
や
む
を
え
ず
代

理
人
の
場
合
は
事
業
計
画
等
説
明
の
で

さ
る
者
）
　
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交通」上の
お矢口らせ

主二二ｌ

3
月
2
5
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
国
道
三
号
線
に
伴
う
交
通
規
制
は
次

の
と
お
り
行
な
う
予
定
で
す
の
で
大
変

ご
迷
惑
か
け
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
三
号
線
　
上
り
線
交
通
止

下
り
線
対
面
交
通

期
間
　
5
3
年
4
月
鍵
日
～
5
4
年
3
月

末
日
ま
で
　
ｈ
可
．

②
県
道
中
間
水
巻
線
　
交
通
止

．礎‘

期

間

　

5

3

年

4

月

2

7

日

～

5

月

9

日

③
県
道
南
北
縦
貫
道
　
交
通
止

期

間

　

5

3

年

5

月

1

6

日

～

5

月

2

5

日

新
学
期
も
始
ま
り
、
交
通
規
制
に
よ

り
車
が
混
雑
し
ま
す
の
で
通
行
の
際
は

学
童
の
と
び
出
し
等
に
十
分
気
を
つ
け

け
ま
す
よ
う
お
囁
い
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
．
か
け

・
し
て
　
い
ま
す

赤
水
川
溢
水
防
止
工
事
の
た
め
、
昭

和
5
3
年
5
月
末
日
ま
で
、
役
場
前
か
ら

町
民
会
館
前
計
で
は
片
側
通
行
止
、
第

一
保
育
園
横
の
橋
は
全
面
通
行
止
、
丸

山
橋
か
ら
上
流
に
つ
い
て
は
全
面
通
行

止
と
な
っ
て
い
ま
す
（
永
松
耳
鼻
科
医

院
へ
の
出
入
は
確
保
し
ま
す
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
巡
回
路
線
図

樋口バス停
9こ46

帽ノ木炭ほ内
9こ47

高松区9ニ49
（高松フロ甥荊）

高松団地7棟下9：51

古貧′くス仔
9：54

宮ノ下9こ55

猪熊9243
（岡部商店前〉

北
地
区
第
一
址

（
偶
数
日
）

猪熊9ニ41
（公民館前）

古貧村9こ38
（古賀公民館）

玖占こ35　ぐ雪£00発）

玖区9ニ57
（日炭マーケソト前）

投均前市営バス停　　信用金庫前
バス停下り個

10ニ42

松栄荘10ニ40　　（
「ガス∴入タンド裏）偶

数

鯉口区10ニ38
（炭住人口）

末同畳店前
10ニ45

頗末中央マーケ
ト前　10ニ35

吉田三　10ニ29
（公民館前）

吉田二　10こ26
（吉田食品セン
ター前）

吉田団地　10こ25
（公民館前）

吉田一　10222

（口炭マーケ　ソ
ト前）

南
地
区
第
二
姓

（
奇
数
日
）

2
ス

5

′

、

9
二
前

二
下
作

Ｆ
′
ｌ

二ｇニ47　　　桑野電気店ｌｉｒｉ
（二バス停ＩＶ‖　10ニ20

山
火
事
に
　
は
．

十

分

注

意

を

こ
の
季
節
は
行
楽
を
兼
ね
て
山
に
行

く
人
が
増
え
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や

た
き
び
の
不
始
末
な
ど
で
、
全
国
的
に

山
火
事
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
水
巻
町
で
は
一
週
間
に
一

度
の
わ
り
で
山
火
事
、
原
野
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

山
林
が
火
災
に
な
れ
ば
、
消
火
活
動

が
想
像
以
上
に
困
難
で
あ
る
ば
か
り
か

炎
炎
と
広
が
り
、
手
の
施
し
よ
う
が
な

い
状
態
と
な
り
、
国
道
、
国
鉄
を
も
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
、
莫
大
な
損
害
額
と
貴
重

な
資
源
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
親
子
そ
ろ
っ
て
話
合
い
を
し
、
十
分

注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

よ
　
ご
　
れ
た
　
町
は

郷
土
　
の
　
恥

粗
大
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
で
役
場
衛
生

係
に
収
集
日
の
二
旦
別
ま
で
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

南
地
区
第
一
妊

立屋敷9こ35
（銀杏の木
の下）

朝
伊ノ正座9ニ40
（公民館）
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乳
　
児
　
検
診
心
根

▼
日
時
　
毎
週
火
曜
日

1

3

時

～

1

4

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所
母
子
室

▼
内
容
　
検
診
　
計
測
（
体
重
・
身
長
）

健
康
相
談
指
導

母
子
保
健
相
談
指
導

こ
の
相
談
は
四
月
か
ら
、
開
設
す
る

も
の
で
、
日
頃
検
診
機
会
の
少
な
い
誕

生
後
の
幼
児
の
発
育
状
況
を
確
め
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
児
　
生
後
6
ヵ
月
～
1
歳
8
ヵ

月
の
幼
児

▼
日
時
　
4
月
1
7
日
　
（
月
曜
日
）

導
、
計
測
　
（
体
重
・
身
長
）

老
　
人
　
検
　
診

▼

日

時

　

4

月

1

4

日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
バ
ス
時
間

▼　▼

内全
容場

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

町
民
全
館
日
本
間

健
康
相
談
指
導
、
発
育
状
況

の
観
測
、
計
刺
（
身
長
・
体
重
）

○
机
公
民
館
前

○
古
賀
公
民
館
前

○
猪
熊
公
民
館
前

○
岡
部
商
店
前

○
樋
口
バ
ス
停

○
梅
ノ
木
炭
住
内

○
高
松
フ
ロ
場
前

○
高
松
団
地
7
棟

○
古
賀
バ
ス
停

○
机
マ
ー
ケ
ッ
ト
前

9

時

5

分

9

時

8

分

9

時

1

1

分

9

時

1

3

分

9

時

1

6

分

9

時

1

7

分

9

時

1

9

分

9

時

2

1

分

9

時

2

4

分

9

時

2

7

分

母
子
健
康
相
談
指
導

▼

日

時

　

4

月

2

1

日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

○
頃
未
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
　
9
時
3
5
分

○
鯉
口
炭
住
入
口
　
9
時
3
8
分

○
松
栄
荘
　
　
　
　
9
時
4
0
分

○
信
用
金
庫
前
　
　
9
時
4
2
分

○
立
屋
敷
　
　
　
　
9
時
5
0
分

○
み
ず
ほ
団
地
公
民
館
　
9
時
5
3
分

○
伊
左
座
公
民
館
　
9
時
5
5
分

〇
二
町
住
　
　
　
　
9
時
5
8
分

〇
二
バ
ス
停
　
　
　
1
0
時
2
分

○
下
二
町
住
バ
ス
停
　
1
0
時
5
．
分

○
下
二
バ
ス
停
　
　
1
0
時
7
分

○
桑
野
電
器
店
前
　
1
0
時
2
0
分

○
吉
田
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
　
1
0
時
2
2
分
．

〇
吉
田
団
地
公
民
館
前
　
1
0
時
2
5
分

○
吉
田
食
品
店
前
、
1
0
時
2
6
分

○
富
田
三
公
民
館
前
　
1
0
時
2
9
分

交
通
事
故
相
談

県
で
は
交
通
事
故
の
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

　

5

月

2

日

・

6

月

1

日

1

0

時

～

1

6

時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
　
市
民
談
話
室

児
童
手
当
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か

家
庭
生
活
の
安
全
と
児
童
の
健
全
な

育
成
を
は
か
る
た
め
の
一
つ
の
制
度
と

し
て
児
童
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養
育

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
1
人
が
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
で
あ
る
こ

と
。

②
保
護
者
の
一
方
が
日
本
間
民
で
あ
る

こ
と該

当
さ
れ
る
か
た
で
ま
だ
手
続
が
済

ん
で
な
い
か
た
は
役
場
老
人
児
東
係
に

申
請
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
口
座
振
込

児
童
手
当
の
口
座
振
替
指
定
金
融
機

関
が
遠
賀
信
用
金
庫
本
店
・
農
業
協
同

組
合
水
巻
支
所
と
四
月
か
ら
新
た
に
福

岡
銀
行
梅
ノ
木
支
店
が
加
わ
り
ま
す
。

変
更
さ
れ
る
か
た
は
口
座
番
号
を
老

人
児
寮
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

婦
人
週
間
記
念
行
事

▼

日

時

　

4

月

1

2

日

1

2

時

3

0

分

～

1

6

時

▼
場
所
　
福
岡
合
同
庁
舎
別
館
3
階

（
博
多
駅
下
車
）

▼
講
演
　
「
男
性
か
ら
み
た
女
性
の
地

位
」
「
慣
習
を
み
な
お
す
1
外

国
生
活
の
体
験
か
ら
－
」

－　お　　　礼－
香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈か

ありました。ご冥福をお祈りいたしますとといこ、あっくお

礼申しあげます。

吉田三鯉口　　放　片桐ハナ殿　　片桐正夫殿

八幡西区　　放　大場レ　イ殿　　大場惟敬殿

古　賀　区　　故　広瀬飛佐議殿　　高橋ハル鞍

今

月

の

納

期

固
定
資
産
税
　
一
期
分

狂犬病予防注射

畜犬登録のお知らせ

町では、昭和53年度盲犬登録、

第1回（春期）狂犬病予防注射を

次のとおり実施します。犬を飼っ

ている方は、もよりの場所でもれ

なく受けてください。

ト料金　1，000円（登録料300

円、注射代700円）

ト月日と実施場所

04月17日（月曜）

午前　古賀区住宅管理事務所

（ラ1棟）
午後　高松区労務

○′4月18日（火曜）
午前　下二町住公民館

午後　二公民館

04月19日（水曜）

午前　吉田三公民館

午後　吉田二公民館

04月20日（木曜）

午前　樋口公民館

午後　猪熊町住公民館

04月21日（金曜）

午前　机公民館

午後　水巻町町民会館前

ト時間　午前10時～11時30分

午後　1時30分～3時

なお、この日程にもれた場合は；

5月2日午後1時から3時まで町：

民会館で実施します。　　　　：

飼い犬は必ずけい留し、不用犬

は捨てないで遠賀保健所に引渡し；
ｔ

てください。

－日曜在宅医－
4月16日　前原医院　内・児科　樋口　き　691－0553

4月23日　坂口医院　産婦人科　頃未　含　691－2943

4月30日　永松医院　耳、鼻科　頃未　定　691－0386

5月7日　楠本医院　内・児科　頃未　℡　691－2873

原則として往診はいたしません。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長

巻

町

企

画

財
　
政
　
課
　
（
電
　
話
　
6
0
1

刷
　
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


